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興味の対象があれば、フットワークよく確認。時に、即実践。 

知らないことを知る。初物。好奇⼼というより、久楽流の、野次⾺⽬線かも。 

時に、思わぬ出会いがある。それがどうした、という問題ではない。 

⼭になぜ登るのか。⼭があるから、という表現もある。 

 

 

 

 

 

  旅らしい旅をしてみたい願望 

 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 
 

こんな出会いもあった。こんな場所に、なぜ？ 

頭の体操。元気をもらい、疲れも吹っ⾶んだ。いざ、倉敷美観地区へ。 

 

 

 
 

 

 

 

   


